
東邦大学医療センター大森病院臨床研修プログラム 

総合診療・急病センター[感染症科]専門研修コース（大森） 

 
募集定員                             
若干名 
 
コースの特徴                           
 下記を修得することを目的とする。 
１）一般感染症診療の研修 
２）基礎医学的視点に基づく感染症学の研修 
３）グラム染色や遺伝学的検査等の各種感染症検査の習得 
４）HIV 診療・性感染症の研修 
５）感染管理学の研修 
６）救急医学における感染症診療の研修 
７）周術期感染症診療の研修 
８）熱帯医学・旅行医学の知識の習得 
感染症はどの医学領域においても遭遇する疾患であるが、特に内科、外科、救命領域の感染症につい

て習熟することは感染症学の研鑽を積む上において重要である。また、感染症診療では検査医学の知識

に長ける事も重要であり、グラム染色を用いた診断・治療効果判定法の習得、さらに遺伝学的検査等の

種々の感染症検査の知識の習得は必然である。当科では、1 年目は総合診療内科での診療ならびに感染

管理部での感染症コンサルテーション業務により、内科診療全般と感染症診療の基礎を習得する。2 年

目は引き続き感染症コンサルテーション業務に従事し知識の幅を広げ、さらに関連病院での研修により

HIV・国際感染症の診療について基礎を習得する。感染管理部での研修期間は院内感染対策業務にも参

加し、この要点について習得する。希望に応じ救命救急センターや外科系診療科での研修ならびに救命

救急領域・周術期の感染症診療について研修することも可能である。熱帯医学・旅行医学に関しては、

各種講義・研修会や他大学熱帯医学研修（長崎大学、大阪大学など）への参加等により習得が可能であ

る。 
なお、当科は常に東邦大学医学部微生物・感染症学講座と連携をとっているのが特徴であり、臨床の場

で生じた疑問に対し基礎医学の立場から解析を加えることが可能である。当科研修は感染症学の病態生

理・診断・治療学について研鑽を積むことを可能とし、学位取得への援助が可能である。 
 
研修カリキュラム 
目標： 感染症検査医学を含めた感染症学、院内感染対策について研鑽を積み、内科認定医、感染症専

門医、抗菌化学療法認定医、Infection Control Doctor( ICD)を取得する。 
研修方法： 

研修場所 期 間 習得内容 
1 年目   
東邦大学医療センター大森病院 総

合診療内科 

9 ヶ月～1 年 

程度 
主体的に一般内科疾患の診断検査治療ができる 
感染症診療と院内感染対策の基礎を習得する 

2 年目 それぞれ HIV 診療を習得する。さらに、周術期感染症な



東邦大学医療センター大森病院 
感染管理部 
HIV 関連病院 
希望者のみ救急救命センター・外科

系診療科 

約半年程度 
相談に応じる 

どの外科領域、および救急救命領域における感

染症の診断治療ができる 

3～5 年目 
東邦大学医療センター大森病院 
感染管理部* 
東邦大学医学部微生物・感染症学講

座 

 
 

3 年 

感染症症例のコンサルテーション、各種院内感

染対策、HIV 診療を主体的に行えるようにな

る。熱帯医学、旅行医学は研修等に参加し研鑽

を積む。 
希望があれば、大学院生として微生物・感染症

学講座で研究を行う。 
6 年目以降 
当院における総合診療感染症科もしくは内科、感染管

理部における勤務、他病院における感染対策専任者、

感染症専門医としての勤務等を行うことが可能とな

る。 

 
感染症専門医、抗菌化学療法認定医・専門医、

ICD として研鑽を重ねていく。 
微生物・感染症学講座で継続的に研究を行う。 

＊：3～5 年目では、より専門的な各種感染症の研修（ＨＩＶ診療や熱帯医学など）を他院にて希望する

医師に対しては、必要に応じ他院における研修も検討する。 
 
主な診療科における週間予定 
 

月曜 午後    感染症カンファレンス、HIV カンファレンス 
午後    総合診療科カンファレンス 
月 1 回   地域連携微生物感染症カンファレンス 

火曜 午前    微生物カンファレンスおよび文献紹介 
午前     院内ＩＣＴラウンド 

水曜 午後    HIV・感染症外来 
木曜 午前    感染管理部部会 
金曜  
土曜  

 
指導責任者と教育関連病院・施設 
指導責任者 
 東邦大学医学部総合診療・救急医学講座   瓜田純久 
 東邦大学医療センター大森病院 感染管理部 舘田一博 

（東邦大学医学部微生物・感染症学講座） 
  関連研修病院：国立国際医療研究センター 
         エイズ治療研究開発センター（ACC） 

         国際感染症センター（DCC） 

 



大学院について 
大学院希望者を積極的に受け入れている。研究テーマやカリキュラムについては個人の希望を可能な限

り取り入れる。 
 
認定医・専門医の取得等 
 
5 年の後期研修の間に、下記の資格の取得が可能となる。 
学会等名 資格名称 資格要件 
日本内科学会 内科認定医 臨床研修 2年＋教育病院（内科系大学院含）での内科

研修 1年以上＝計 3年以上 

日本感染症学会 感染症専門医 基本領域学会の研修年限を含めて感染症学の研修を 6
年以上 

日本感染症学会 Infection Control Doctor 

(ICD) 

感染対策委員またはそれに準ずる活動の証明がある

こと．活動内容を具体的に記載すること 
日本化学療法学会 抗菌化学療法認定医 学会所定単位を取得 
 


